
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本における動物愛護政策といえば、ペット

や犬猫ばかりが対象です。一方、世界では家畜や

野生動物などに対しても幸福や苦痛をなくして

いく観点が重要視されてます。 

 

EU では、養鶏や養豚、ウサギなどが動き回れ

ないケージは動物の苦痛が大きく、段階的に禁

止する動きが広がっています。こうした観点を

行政も取り入れていくべきだと考えます。 

 

世界では犬猫以外にも動物の幸福や苦痛を和らげる考えが広がっています 

身動きの取れないケージや檻ではなく、広々

としたところで幸せな環境で育てられた動物の

肉や卵を学校給食に導入できないか、食育の観

点からも重要ではないかと提案しました。 

 

学校給食で動物福祉に配慮した食材を 1食からでも導入して欲しい！ 

現時点では平飼い卵などの認証などの問題か

ら、簡単に実現できないとの答弁でした。しか

し、今後もまずは年に 1 食からであっても、導

入してもらえるように声を挙げていきます。 

 

動き回れない 

バタリーケージ 

自由に動き回れる 

平飼いへ！！ 

もう残された時間がない！ 

↓世界全体でも減少する気配がない

… 

世界の気温を 1.5℃上昇に抑えるためには

2030 年までに温室効果ガス排出量を半減(2019

年比)する必要があります。仮にこれが達成でき

たとしても、気候変動の悪影響は一定程度は避

けら 

けられないとさ

れています。 

もう一刻の猶

予もありません。 

 

「気候変動は世界全体のことだから」と国や

都からの指示が下りてくるのを待つべきではあ

りません。この先 1年、2年の取り組みが大切で

す。国や都に先んじて、気候市民会議の開催な

ど、踏み込んだ対策を求めました。 

 

気候市民会議の開催など、国や都の指示待ちではなく、先んじて対策を！ 

残念ながら市行政としては、国や都の方針が

示されるのに従うというスタンスでした。大変

もどかしく感じますが、めげることなく引き続

き、危機感を行政に持ってもらえるように訴え

ていきます。 

 

世界の Co2 排出量 
気候変動、待ったなし！早急な対策を！ 

市政にアニマルウェルフェア(動物福祉)の考えを！ プラスチックごみ減量対策の促進を！ 

多摩川の源流の魚からもプラスチックが検出…！ 

環境 NPO 団体が多摩川の流域で魚のプラスチ

ック接種状況を調査したところ、日野橋や立日

橋付近の魚からはもちろん、源流域のヤマメや

イワナなどからもほぼ 100%プラスチックが検出 

されたとのこと。人の立ち入らない源流域も土

留めネットや登山者からの投棄などによって、

プラスチックが流出しているのではないかとの

こと。ショッキングな結果です。 

より踏み込んだプラスチック減量施策を実現してほしい！ 

プラスチックによる環境汚染を少しでも抑える

ためには行政の減量政策が最も重要です。プラ

スチックごみを減量するために、給水スポット

の増設でマイボトルを促進したり、公共施設に 

ゴミ箱を設置して、路上

ポイ捨てを少しでも減ら

す、教育における啓発の

拡充等を要望しました。 

 

↑残堀川と多摩川合流地点付近で 

拾ったゴミ。やはりプラが多い 

燃やせるごみの 3割～5割は生ごみで水っぽいから焼却負担が大きい 

生ごみをたい肥にしてごみ減量＆農業支援を！ 

燃やせるごみの約 3～5割近くは生ごみです。

また、生ごみの 7割～8 割近くは水分で、処分に

より多くの燃料を必要とするため、焼却炉の負

担 

 その一方、肥料価格は高騰…農業を圧迫しています 

生ごみ  

約 33% 

資源化可能な紙等 約 14％ 

 約 12% 

プラスチック 約 8％ 

 約 12% 

その他可燃ごみ 

 約 30％ 

 約 12% 

未使用食品 

 約 12% 

立川市の家庭の 

燃やせるごみ内訳 

立川市一般廃棄物処理基本計画(2020)より 

担や気候変動対策の観点

でも好ましくありません。 

 日本では肥料の多くを輸入に頼っており、

肥料価格の高騰が深刻です。農業を圧迫し、また

購入補助をしている行政の財政負担も少なくあ

あ 

りません。また、日本の食料安全保障という観点

からも、輸入に頼ることなく、たい肥や肥料の自

給が必要だと考えています。 

市の生ごみたい肥事業を拡充してたい肥の増産を！

肥料価格…農業を圧迫しています 
 大山団地で実施されている生ごみたい肥化

の事業を他地域でも導入し、市内の生ごみの削

減とたい肥の生産を提案しました。 

 現在、他市の取り組みを研究しながら、拡充を

検討しているという前向きな答弁が得られまし

た。今後の進展に期待しています。 

 

日々の活動 困
窮
者
へ
の
食
料
配
布
事
業 

憲
法
集
会
＠
柴
崎
学
習
館 

山本ようすけ（立川市議会議員） 
1990年 11月６日 武蔵村山市で生誕、稲城育ち 

2009年 立川高校卒業 

2014年 一橋大学 社会学部 卒業 

外資系コンサルティング会社に就職 

2018年 立川市議会議員選挙に立候補、初当選(1,288票) 

2022年 立川市議会議員選挙、二期目の当選  (2,082票) 

高松町在住 

 

 

【現在の所属】 

立川市議会：議会運営委員会、文教委員 

立川市青少年問題協議会 

その他：NPO法人さんきゅうハウス理事 

緑の党グリーンズジャパン 

気候危機・自治体議員の会（呼びかけ人） 

紫芳会（立川高校同窓会）会員 

 

 

 

 
各種 SNS等、「山本ようすけ」で検索！ 

【趣味】 

歴史、博物館や美術館に行くこと 

登山、街歩き、ゲーム、子どもと遊ぶこと 

私たちは 1 週間に 

クレジットカード 1枚分(5g)のプラスチ

ックを摂取していると言われている… 


